
様式２ 
認定小規模食鳥処理場における衛生管理計画の作成指導について 

 

                           食肉衛生検査所  〇栗原磨美   

 

 

１．はじめに 

平成 30 年６月に食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律の改正により、認定小規

模食鳥処理場においてもＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理の実施並びに衛生管理の手

順書（以下、「衛生管理計画」という。）の作成が求められることとなった。 

当所でも従来から県内の認定小規模食鳥処理場においてＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の実施

や自主衛生管理マニュアル等の作成について指導を行っていたが、認定小規模食鳥処理場の

多くは重要性に理解を示しつつも知識や人手不足などから HACCP 導入まで至った施設は 33 施

設中、２施設にとどまり、大半の施設は当所の指導を受けて少しずつ自主衛生管理マニュアル

の作成に取り組んでいる状況であった。 

今般、HACCP 未導入の 31 施設に対して衛生管理計画の作成指導を行ったので報告する。 

 

２．方法 

（１）研修会での指導 

当所では、毎年、食鳥処理衛生管理者に対し講習会を実施しており、今年度は衛生管理計画

作成を主な内容にし、2019 年 10 月 23 日に守山で、10 月 30 日に彦根にて行った。 

① 連絡方法 

研修会開催通知には、衛生管理計画を作成する時間を設けているため、必ず出席するよう促

した。また、研修会前に監視ができた施設に対しては、研修会に出席するよう声かけをした。さら

に研修会の出欠報告がない施設に対して、出席するよう電話連絡した。 

② 研修内容 

衛生管理計画の作成方法について30 分の講習を行い、その後、２時間の作成実習を行った。

実習では、一般社団法人日本食鳥協会から提供してもらった衛生管理計画の見本を当所で 

アレンジしたものを資料とした。そして、資料を参考にしながら転記し、各施設で異なるところは施

設ごとに修正してもらう方法で作成してもらった。 

実習は班分けし、行政職員１名に対して２～３施設が相談できる少人数制とすることで、マンツ

ーマンで質問が受けられる体制とした。指導する職員は、実際に施設に監視訪問した職員や保

健所経験のある職員を配置することで、作成方法や記載内容等の施設からの質問についても逐

一対応できるよう相談しやすい雰囲気づくりに心掛けた。施設は、処理形態(外はぎか中抜きか、

生鳥からの処理か丸と体からの処理か)や使用水の種類、施設の所在地、チェーン店であるか

否か等を考慮し、類似している営業形態ごとに分けて、対応する職員の混乱を減らす工夫をし

た。 

また司会者がタイムキーパーとなって項目ごとに作成する時間を区切って、全体の作成スピー

ドを統一して実習を進めた。 

（２）訪問指導 

 研修会に出席しなかった施設に訪問指導を行った。事前に電話で約２時間要することを伝え、
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時間が取れないと申し出のあった施設に対しては、メールもしくは郵便で予め資料を送付して、

訪問までに作成を進めておいてもらい、また、作成意欲に乏しい施設に対しては、研修会で使用

した見本とは別に穴埋め式のひな形を準備して施設現状にあった内容を書き込んでもらうなど時

間の短縮を図る工夫をした。 

 

３．結果 

研修会を通知した 33 施設の内 20 施設が出席した。研修会に出席できなかった施設は 13 施

設で、その内、衛生管理計画と同等のマニュアルを保持している１施設、自社で作成すると回答

した２施設、廃止予定の１施設、連絡のとれない１施設を除いた合計８施設に訪問指導を行っ

た。 

これらの取り組みにより、研修会に参加した 20 施設と訪問指導した８施設の内７施設の合計

27 施設において衛生管理計画を作成させることができた。 

2020 年２月末の時点で、33 施設中 29 施設が衛生管理計画等を作成済みである確認が取れ

た。現段階で衛生管理計画がない３施設については作成に必要な資料を送付して衛生管理計

画を作成すること、次回監視時に作成した衛生管理計画を確認することを指導した。 

 

４．まとめ 

 ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の実施や自主衛生管理マニュアル等の作成については作成のた

めに時間を割いてもらうことが困難であった。しかし、義務化のタイミングをとらえて作成させられ

たこともあるが、２時間の内に効率よく作成してもらうために研修会で班分けしてきめ細かい相談

対応をしたことや、訪問指導の際に事前に資料のやり取りを行ったり、穴埋め形式のひな形を用

いることで訪問時間を短縮したこと等が多くの施設に作成させることができた要因と考える。 

 研修会後、監視した施設について、衛生管理計画の実施や記録ができていない施設が散見さ

れた。課題として、今後、衛生管理計画の実施や記録を指導していく必要が考えられる 

 

表１ 衛生管理計画作成状況 図１ 講習会風景 

 

  施設数 衛生管理計画を 
作成できた施設数 

研修会 20 20 
訪問指導 8 7 
連絡の取れ

ない施設 
1 0 

自社で作成 2 1 
すでに保持 1 1 
廃止予定 1 0 
  33 29 


